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駆動部・バッテリー要らずの超音波ポンプ 

超音波照射条件で吐出量を制御でき、超音波発生位置がずれても液体噴出能力を高く維持できるポンプ 

概要 

効果・応用例 

    連絡先 

     株式会社 東北テクノアーチ  
     TEL 022-222-3049  FAX 022-222-3419  
     問い合わせはこちらからお願いします。  

日本人における遺伝性難聴の治療方法は、鼓膜
に微小な切開を行い、薬剤を蝸牛の正円窓上に
塗布するものであった。そこで本発明では、薬剤を
恒常的に内耳へと投与できる体内埋込型ポンプ
の開発を目的として、液体中を超音波が伝搬する
際に発生する「音響流」を利用したポンプシステム
を提供する。 

本発明で提供するポンプは、ポンプ本体に駆動部
やバッテリーなどを搭載しない簡便な構造を有し、
体内に埋め込むことが容易である。また、体内に
埋め込んだポンプに対して、体外から超音波を照
射することでポンプのon/offを制御でき、照射強度

を変化させることで薬剤の吐出量を制御できるた
め、必要な時期に必要量の薬剤を体内局所に注
入することができる。実際に、ホルマリン固定され
たモルモット側頭部に作成したポンプを埋め込み、
外部から超音波を照射することで埋め込まれたポ
ンプが駆動することを確認した。 

超音波ポンプの構造・試作機 使用イメージ 

 

埋め込まれたポンプの駆動確認実験 

http://www.t-technoarch.co.jp/cgi-bin/postmail/contact_anken.html?T10-137

